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昨年度末に編集した「インフルエンザ対策と口
腔ケア	━	サリドマイド薬禍者の皆様へ」（分担執
筆者：長瀬洋之、丸岡豊）を発行し、いしずえを
通じて各サ症者に配布した。これは、易感染性で
気道および齲歯をはじめとした口腔内の疾患を発
症し易いサ症者には有益なパンフレットである。
2016 年 10 月 29 日、TKP カンファランスセン
ター品川で「いしずえ全国交流会	2016」が開催
されたが、その会場で日ノ下が「サ症研究班の活

動とサリドマイド被害者の健康管理」という講演
を行った（講演内容は 81 〜 89 ページ参照）。そ
の後、グループ・ワーキングにも参加しサ症者と
直接交流を持った。こうした個々の被害者に直に
接する活動はインパクトも大きく、出席した被害
者の健康意識を高めるのに十分役立ったものと思
われる。
	（「インフルエンザ対策と口腔ケア」は、巻末別
添資料 2参照）

・公開日：2016 年 3 月 7 日 ( 月 )	10:00 〜
・URL：http://thalidomide-embryopathy.com
　
昨春以降、第 2回サ症研究会の開催案内や研究
班の活動報告（小冊子「インフルエンザ対策と口
腔ケア」や前研究班作成の「サリドマイド胎芽病

診療	Q	&	A」日本語版、英語版の掲載）を通じ
て情報発信に貢献している。海外のサ症関係者が
情報を共有できるよう、HPの英語版も開設した。
	（「インフルエンザ対策と口腔ケア」は、巻末別
添資料 2参照）

5．サリドマイド胎芽症研究会ホームページ (HP) 

研究代表者	 日ノ下　文彦	 国立国際医療研究センター病院　腎臓内科

6．小冊子「インフルエンザ対策と口腔ケア━サリドマイド薬禍者の皆様へ」の発行、
 講演活動などを通じた被害者との交流

研究代表者	 日ノ下　文彦	 国立国際医療研究センター病院　腎臓内科	
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・厚生労働省、いしずえ、研究班による3者会談
平成 28 年 7 月 22 日、いしずえ理事長らと厚生
労働省医薬・生活衛生局総務課医薬品副作用被害
対策室の岡部室長、同山本室長補佐、日ノ下研究
班長が面談し、いしずえからのご要望をお聞きす
るとともに、問題点や今後の方針について話し
合った。
・海外との主な交流について
①	The	Thalidomide	Trust	 の	Director	 である
Deborah	Jack	 から英国と日本のサ症者の	mor-	
tality	rate	について情報交換して欲しいとの依頼が
あった。英国から受けた資料といしずえによりま
とめてもらった日本の資料を次頁の表に掲載する。

②Dr	Jan	Schulte-Hillen	からメールで送られた父
Mr.Carl	Hermann	Schulte-Hillen の訃報
当時青年弁護士だったCarl	が1961年6月23日、
ハンブルグ大学小児科講師のDr.	Widukind	Lenz
に息子の先天性奇形（後にサリドマイドが原因だ
と結論づけられた）を相談してから本格的な原因
追求が始まっており、いわばサ症の歴史上の人物
であった（下図参照）。
③	Ms.	Elizabeth	Newbronner	から送られたBrief	
Report“The	Legacy	of	Thalidomide”	-	A	Multi-
disciplinary	MeetingHeld	at	 the	University	of	
York,	United	Kingdom,	on	September	30,	2016.		
（巻末別添資料 3参照）。

	7．その他の活動報告
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Mr Carl-Hermann Schulte-Hillen  
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UK Thalidomide Population Mortality Japanese Thalidomide Population Mortality
Deaths Deaths Start

Year Male Female Total Cumulative Year ave. age Male Female Total
1972 0 0 1972 10 0 0 0
1973 0 0 1973 11 0 0 0
1974 1 1 2 2 1974 12 0 0 0
1975 1 1 2 4 1975 13 0 0 0
1976 0 4 1976 14 0 0 0
1977 0 4 1977 15 0 0 0
1978 1 1 5 1978 16 0 0 0
1979 0 5 1979 17 0 0 0
1980 1 1 6 1980 18 2 0 2 307
1981 1 1 7 1981 19 0 0 0
1982 0 7 1982 20 0 1 1 306
1983 1 1 8 1983 21 0 0 0
1984 0 8 1984 22 0 0 0
1985 1 1 9 1985 23 0 0 0
1986 0 9 1986 24 0 0 0
1987 1 1 10 1987 25 0 0 0
1988 0 10 1988 26 0 0 0
1989 1 1 11 1989 27 0 0 0
1990 0 11 1990 28 0 0 0
1991 0 11 1991 29 0 0 0
1992 0 11 1992 30 0 0 0
1993 1 1 2 13 1993 31 0 0 0
1994 1 1 2 15 1994 32 1 0 1 305
1995 1 1 16 1995 33 0 0 0
1996 1 1 2 18 1996 34 0 0 0
1997 0 18 1997 35 0 0 0
1998 2 1 3 21 1998 36 0 0 0
1999 1 1 22 1999 37 0 0 0
2000 2 1 3 25 2000 38 0 0 0
2001 0 0 0 25 2001 39 2 0 2 303
2002 3 2 5 30 2002 40 1 0 1 302
2003 0 30 2003 41 1 0 1 301
2004 1 1 2 32 2004 42 2 0 2 299
2005 2 1 3 35 2005 43 0 2 2 297
2006 2 3 5 40 2006 44 0 0 0
2007 3 3 43 2007 45 0 0 0
2008 2 1 3 46 2008 46 0 0 0
2009 2 0 2 48 2009 47 1 0 1 296
2010 1 1 2 50 2010 48 0 0 0
2011 0 1 1 51 2011 49 0 0 0
2012 3 2 5 56 2012 50 0 1 1 295
2013 2 1 3 59 2013 51 0 0 0
2014 2 1 3 62 2014 52 0 1 1 294
2015 2 0 2 64 2015 53 0 0 0

2016 (part) 0 2 2 66 2016 54 1 0 1 293

Number of beneficiaries at 01/08/16 = 465  TOTALS 11 5 16
 M = 232   F = 233 REMNANT 160 133 293

 Mortality 
 
表　日英.サリドマイド胎芽症者の.Population.Mortality




